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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２３年第１回上毛町議会定例会を開催します。

　会議に先立ちまして、全国町村議会議長会及び福岡県町村議会議長会より、多年にわたる地方自治功労に対し表彰がありましたので、伝達式を行います。

　平成２２年度全国町村議会議長会定期総会におきまして、古野啓藏議員が表彰を受けました。また福岡県町村議会議長会定期総会におきまして、古野啓藏議員、坪根秀介議員の２名が長年の議会活動の功績に対し表彰を受けました。まことにおめでたく、心からお喜びを申し上げる次第でございます。
○事務局（中　　豊君）ただいまから表彰の伝達を行います。

　初めに、全国町村議会議長会表彰伝達を行います。古野議員、前へお進みください。

○議長（坪根秀介君）表彰状。福岡県上毛町、古野啓藏殿。あなたは町村議会議員として、多年にわたり地域の振興・発展に寄与されたその功績は、まことに顕著であります。よって、ここにこれを表彰します。平成２３年２月９日、全国町村議会議長会会長、野村弘。おめでとうございます。

○９番（古野啓藏君）ありがとうございます。

○事務局（中　　豊君）続きまして、福岡県町村議会議長会表彰伝達を行います。古野議員、お願いします。

○議長（坪根秀介君）表彰状。築上郡上毛町議会議員、古野啓藏殿。あなたは多年、町村議会議員として地方自治の振興・発展に貢献され大きな功績を残されましたので、これを表彰します。平成２３年２月２４日、福岡県町村議会議長会会長、野田剛敏。おめでとうございます。以上です。

○事務局（中　　豊君）続きまして、坪根議長お願いします。

　伝達を副議長の大山議員にお願いします。

○副議長（大山　晃君）表彰状。築上郡上毛町議会議員、坪根秀介殿。あなたは多年、町村議会議員として地方自治の振興・発展のため大きな功績を残されましたので、これを表彰します。平成２３年２月２４日、福岡県町村議会議長会会長、野田剛敏。おめでとうございました。

○議長（坪根秀介君）ありがとうございます。

○事務局（中　　豊君）以上で、伝達式を終わります。

○議長（坪根秀介君）これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料を配付しておりますのでごらんください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、１番　宮本議員、２番　高畑議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いしたところ、３月３日に委員会を開催していただき、今期定例会の会期を本日から１８日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員長の答申のとおり、本日から１８日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１８日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　今期定例会に提出された議案は、町長から諮問１件、報告１件、条例案７件、予算案１６件、その他４件の計２９議案と、議員から提出された発議１件の合計３０議案であります。

　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、諮問第１号及び報告第１号の受理、並びに議案第４号から議案第１３号の１２議案については本日審議・採決を行い、残りの１７議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　また、議員から提出された発議第２号については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで皆様にお願いいたしますが、本日、審議・採決を予定している１２議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　３月１１日、１２日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１１日に一般質問が全部終了すれば１２日は休会とします。

　３月１４日を文教・厚生常任委員会、３月１５日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　３月１８日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。

　ただいま報告しました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し決定を受けておりますので報告をいたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４諮問第１号、日程第５報告第１号、日程第６議案第４号、日程第７議案第５号、日程第８議案第６号、日程第９議案第７号、日程第１０議案第８号、日程第１１議案第９号、日程第１２議案第１０号、日程第１３議案第１１号、日程第１４議案第１２号、日程第１５議案第１３号、日程第１６議案第１４号、日程第１７議案第１５号、日程第１８議案第１６号、日程第１９議案第１７号、日程第２０議案第１８号、日程第２１議案第１９号、日程第２２議案第２０号、日程第２３議案第２１号、日程第２４議案第２２号、日程第２５議案第２３号、日程第２６議案第２４号、日程第２７議案第２５号、日程第２８議案第２６号、日程第２９議案第２７号、日程第３０議案第２８号、日程第３１議案第２９号、日程第３２議案第３０号、以上２９件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）おはようございます。

　それでは、提案理由を説明いたします。

　本日ここに、平成２３年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中、御参集をいただき、深く感謝申し上げます。
　さて新年度も間近になった今日、我が国の現状は、国政、とりわけ政権の現状を述べるまでもなく、政治も経済も国民の期待に反し不安定要因は増大し、大きく危惧されるところであります。喫緊の課題であります２３年度予算関連法案の成立は不透明、加えて中近東諸国の政情の現状に起因する原油を初め、海外依存度の高い輸入品の物価への影響等を勘案いたしますと、我が国の先行きはまことに危惧されるものであります。

　このような中にあって地方自治体は、国のかような政治状況に大きく左右されることなく、みずからに課せられた責務を改めて深く認識し、住民の付託にこたえて遺漏なき行政の推進に努力し、地方自治の本旨、自主自立の精神に基づき、着実・誠実に行政運営を行い、住民福祉等の向上に全力を尽くして努力すべきと考えるところであります。
　本日、提案をいたしました予算等の案件は、いずれもこの基調に基づき精査・検討したものであります。議員各位におかれましてもよろしく御理解をいただき、御支援、御協力のほどを切にお願い申し上げる次第であります。

　ではこれより、提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、人事案件、報告案件がそれぞれ１件、補正予算９件、条例案７件、当初予算７件、その他４件の計２９案件であります。順次、御説明をいたします。

　諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につきましては、緒方武雄氏の任期が平成２３年６月３０日で満了することに伴い、人格見識ともにすぐれ、広く社会の実情に通じ、人権擁護に精通しておりますツツイハルヨシ氏を推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであります。
　報告第１号、平成２３事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。土地開発公社事業につきましては、日本経済は緩やかな回復基調にあるものの予断を許さない状況の中、町内企業の生産活動も徐々に回復の兆しは見えるものの、中長期的な見通しには厳しい状況があります。そうした中、企業の進出、事業拡大の動きを速やかに察知し、誘致活動を精力的に行い、雇用の創出や地域の活性化を図るため、町と連携して事業を実施してまいります。２月２５日の開発公社役員会において承認をいただいておりますので、あわせて報告するものであります。
　議案第４号、財産の取得について。きめ細やかな交付金事業で、２月の臨時議会において補正予算計上いたしましたマイクロバス購入について今回、入札を行い、取得価格が７００万円以上となったため、議会の議決を求めるものであります。
　議案第５号、平成２２年度上毛町一般会計補正予算(第６号)。今回の補正額は、６億７４１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算総額５８億６,６４２万２,０００円であります。

　歳出の主なものは、総務費では勧奨退職職員の退職手当組合の負担金。築上東部乗り合いタクシー事業において運行収入の減少に伴う運行助成金の追加交付のための費用。民生費では、医療費の伸びが著しく国民健康保険特別会計の療養給付費が不足するおそれがあるため、一般会計からの繰出金の計上。介護保険広域連合負担金の増額に伴う費用、給付対象者の増加により自立支援給付費に不足が生じたための必要経費の計上。農林水産業費では唐原地区ほ場整備事業における登記等の事業量増加に伴い、負担金が増額したための費用。教育費では、本年度分の安心安全な学校づくりの交付金を活用して、各小学校に空調設備を設置するための必要経費を計上し、２３年度への繰り越し事業として、夏までの設置を予定しております。
　諸支出金につきましては、年度末の執行状況を精査し、不用見込み額の減額による余剰金及び診療所を含む３施設に伴う上毛町社会福祉協議会よりの寄附金を受け入れて、公共施設整備基金及び減債基金へ積み立てるための予算計上をいたしております。
　平成２２年度事業の当初の目標につきましては、おおむね達成可能と考えている次第であります。あわせて御報告をいたします。
　議案第６号、平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算(第５号)。補正額３,４８６万円を追加し、歳入歳出予算総額９億８,８２７万１,０００円であります。医療費の増高により療養給付費が不足するおそれがあるため、一定の所要額を計上するものであり、財源は保険給付費支払準備基金よりの繰入金２,０００万円、一般会計繰入金４３４万７,０００円、その他交付金等を充当いたしております。

　議案第７号、平成２２年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第１号）。本特別会計を廃止するため、所要の予算措置を行うものであります。
　議案第８号、平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。確定されました保険料率で再算定が行われ、広域連合給付金を減額することが主な内容であります。

　議案第９号、平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）。主に不用見込み額の減額調整、医療廃棄物処理経費及び医薬品等が不足したための購入経費の所要見込み額を計上するものであります。なお本特別会計は、本年度をもって廃止となるものであります。
　議案第１０号、平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。不用見込み額の減額調整を行うものであります。

　議案第１１号、平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。不用見込み額の減額調整及び受水費が不足したため、所要額の予算計上を行うものであります。

　議案第１２号、平成２２年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）。給付金の不用額を予算の組み替えにより基金に積み立てるためのものであります。

　議案第１３号、平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）。不用見込み額の減額調整及び公債費充当財源の財源変更を行うものであります。貸付金の償還の滞納が懸案であり、今後も返済指導に十分努力してまいる所存であります。

　議案第１４号、上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正され、育児休業が取得できる非常勤職員の範囲が定められたことにより、それに準じて所要の改正を行うものであります。

　議案第１５号、上毛町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例。職員等の旅費、日当について、実態を考慮した支給の見直しを行うことといたしました。議会議員各位にも御理解をお願いし、提案するものであります。
　議案第１６号、上毛町税条例の一部を改正する条例。納税者の利便性と事務の効率化を図るために、固定資産税と軽自動車税の納期を変更する条例改正であります。

　議案第１７号、上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。保険税の納期を変更し、税額への影響が大きい現行の保険税の仮算定制度をなくすために、本条例を改正するものであります。
　議案第１８号、上毛町課設置条例の一部を改正する等の条例。上毛町国民健康保険直営診療所の廃止等に伴い、関連する条例の改正、廃止を一括して行うため、本条例を改正するものであります。
　議案第１９号、上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例。経過措置であった出産育児一時金規定の恒久化と、診療所廃止に伴う関連条項の改正を行うものであります。

　議案第２０号、上毛町奨学金条例の一部を改正する条例。実情を反映した有効な就学支援を行うため、奨学金の月額を改正するものであります。
　議案第２１号、指定管理者の指定について。道の駅しんよしとみの指定管理者である新吉富まちづくり有限会社の指定期間が平成２３年３月３１日で終了するため、新たに３年間、指定管理者として指定するため、議決をお願いするものであります。

　議案第２２号、平成２３年度上毛町一般会計予算。予算総額４４億２,２００万円で対前年比０.１％の減と、ほぼ同規模の予算であります。普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が２４億４,２６０万円で、構成比５５.１％となっております。投資的経費は２億８６９万円で、構成比４.７％、物件費等のその他の経費として１７億７,９２９万円で、構成比４０.２％となっております。今年度につきましては、予算編成方針及び財政改革の趣旨を踏まえた上で、少子高齢化対策を特に最重点の施策とし予算編成に取り組んでまいりました。

　主要施策の概要につきまして申し上げます。まず少子化対策でございますが、従来の施策に加え新たな事業として、子供を育てる世代を支援するための３世代同居支援事業補助金、保健衛生費の面で児童発達相談事業及び子宮頸がん予防ワクチン接種の全額公費負担にかかわる関係費用等を計上。教育面で学力向上プログラムとして、中学生を対象にした上毛塾の開設費用、各学校のグリーンカーテン設置費用、基金事業での学校巡回司書の配置及び学校生活補導員を友枝小学校に配置するなど、児童の学校生活を支援するため関係費用等を計上しております。
　また少子化対策として経済的な負担の軽減と、教育環境向上策を積極的に講じてまいります。高齢者対策では緊急医療キットの配置や、高齢者の在宅生活を支援するため見守りセンターの設置を促進、ひとり暮らし高齢者見守り事業、各種予防接種補助事業及び介護予防事業など、緊急雇用臨時特例基金事業で社会福祉法人敬愛会の１年間の受託事業でありますが、中山間地域へ巡回看護師を配置して、高齢者の在宅生活を総合的に支援するための予算等を計上いたしております。
　過疎対策につきましては、昨年度調査いたしました空き家等の町の資源を掘り起こした総合的な移住、定住促進事業の展開を図っていくための、住みたい上毛町推進プロジェクト事業。また地域活性化への大きな原動力となる地域づくり団体への自主的活動及び協議会設置等にかかわる費用を計上いたしました。活動の充実を図るための支援も重ねて行ってまいりたいと思っております。

　次に、産業振興対策でありますが、基幹産業であります農業の維持発展のため、生産性、収益性の高い有用農地の確保、保全に努めてまいります。また中山間地域の林業への鳥獣被害の拡大防止のため対策協議会を設置するとともに、被害防止ネットの補助要件の緩和を行い、設置を推進してまいりたいとも思っているところであります。
　食育推進計画に基づくプロジェクトにおいては、町全体で地産地消を推進することにより、産業振興を図っていくための事業費、林業振興においては森林環境税を財源とした荒廃森林再生事業費を計上いたしました。

　地域活力基盤創造交付金事業では、企業誘致や観光等、産業の振興にかかわるスマートインターチェンジアクセス道路の設計、用地買収関係の事業費を計上いたしております。

　その他では、総合計画の前期基本計画が２３年度で終了することに伴う後期基本計画策定のための経費、電子計算費で基幹系ハードソフトウエアの更新費用、住民基本台帳法改正に伴う改修費用、業務上不可欠となりました地図情報システムで利用する航空写真撮影業務関係費を計上いたしました。
　歳入につきましては、町税が１.６％マイナスの５億９,３５２万円。地方交付税は地方財政計画において増額の方針が示されたことにより、７.９％増の２４億６,０００万円を見込んでおります。歳入財源の７８％が依存財源であることを十分認識して、今後とも財政分析や将来予測を踏まえた健全な行財政運営に努めてまいる所存であります。
　議案第２３号、平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算。歳入歳出予算総額９億８,８１７万４,０００円、対前年比６.９％、予算額としては６,３５３万１,０００円の増額予算となっており、医療費の増高に伴う療養給付費の増額傾向は依然として変わらず、一般会計からの繰出金も増額となる中で、国保会計の健全な運営を図るために生活習慣病予防対策として特定健診の受診率の向上と保健指導に一層の強化、推進を図ってまいらなければならないと考えておりますし、被保険者の健康増進のための支援もまた講じてまいりたいとも考えております。

　議案第２４号、平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算。歳入歳出予算総額１億２,９４３万４,０００円で対前年比マイナス９.３％の減額予算であります。後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに見直すとされております。平成２２年度の当初予算編成時においては見直し後の率が固まっておらず、暫定的な予算計上を行い、今回の補正予算で減額調整したところでありますが、平成２３年度当初予算では確定料率で保険料を算定した結果、歳入で約１,３００万円減少し、歳出ではこれに連動して連合納付金が減少したことによるものであります。

　議案第２５号、平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算。予算総額５,８１６万９,０００円で対前年比マイナス０.５％とほぼ同額予算規模であります。現在２３３戸が接続し接続率は７０％となっており、今後とも加入促進に努めてまいりたいと考えております。
　議案第２６号、平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。予算総額８,０２１万円で対前年比７.１％の増額予算であります。８７３戸が現在加入しており、需要の増加に伴う受水費の増、及び原井簡易水道ろ過機の改修に伴う経費を計上いたしたものであります。
　議案第２７号、平成２３年度上毛町奨学資金特別会計予算。予算総額８１１万円で対前年比マイナス１０.５％の減額予算であります。経済的な理由で就学困難な者に対し就学資金を貸し付け、大学まで進学可能な制度として運用しておりますが、２０年度末で６９名に対し貸し付けを行っております。また順調に返済が行われていることも、あわせて御報告をいたします。２３年度につきましては奨学金の月額の改正をお願いし、貸し付けの推進を図ってまいる所存であります。

　議案第２８号、平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算。予算総額４８万５,０００円で、対前年比マイナス２９．８％の減額予算となっております。公債費の償還額の減少によるものでありますが、財源は主に一般会計繰入金及び県補助金を充当する予算となっております。
　議案第２９号、町道路線の廃止について。音・穴ヶ葉山線を東九州自動車道に連結する町道に認定にするため、町道を一たん廃止することについて、議会の議決をお願いするものであります。

　議案第３０号、町道路線の認定について。２９号と関係するわけでございますが、　音・穴ヶ葉山線につきましては、東九州自動車道の連結道路として、またその他４路線につきましては、緊急時の連絡道及び産業振興を図るために新たに町道として認定することについて、議会の議決をお願いするものであります。

　以上、概略を申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重なる御審議をいただき御可決、御承認くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。

　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑はありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）ただいま町長から、新年度に向けての諸施策の説明がございましたけれども、けさの新聞にも紹介されておりますが、新しいものとして３世代に対する助成も出されているようでございます。私はただいまの町長の説明の中で、中山間地域に対する、いわゆる合併をして６年目に入っているわけでございますし、第１次総合計画を作成して既に一定の経過も経てきておる中で、これは私の独自の考えかもわかりませんけれども、中山間地域に対する本町の対策が、本町にとって最大の課題、テーマであろうと私はとらえております。

　こういうところをこれからどうして、今の現状をさらに向上させ、これより以下にならないような施策が、いわゆるアクションプログラムの中で出てくるべきじゃないかなと感じるわけでございますけれども、地域に入ってみますと、前途が非常に真っ暗と。安元さん、これから先この地域はどうなるんでしょうかといったことを年配の方から聞くわけですね。学校はなくなりました、あるいはまた医療、福祉の関係等も民間のほうへ行ってしまうような中で、我々、端々がどうなっていくんだろうかという不安を持っておると。こういう中で私はそういう現状があるとするならば、これはまさに政治の力でもってやっていかなければならないことだろうと思っております。

　そういう中で、町長のお考えといいますか、今年度、ただいま申し上げた中で、住みたい上毛町の推進をやるんだということで、これは全体的に上毛町を指しておると思うんですけども、そういった箇所別というか、中山間地域に対する町長の一つのお考えをお聞かせいただきたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）おっしゃるとおりでございまして、基本的には先ほど提案理由の中で申し上げました。優良農地の確保あるいは安全に努めてまいると、端的に申し上げたわけでございますけれども、その中身はおっしゃるように荒廃する田畑あるいは森林等あるわけでございますので、それをいかにして保全し、あるいは保護し、そしてまた今後その収益を高めるような農業、あるいは林業の振興を図ることが必要であるわけでありますけれども、一体それをどうやって具体的にやるのかというお話であろうと思うわけであります。この件につきましては、まさにこれからも課題であると思っておりますし、例えば農業の問題につきましては、農協あるいは本町の職員も参加するわけでありますけれども、戸別補償制度にかかわって、これからの農業の振興をどうするかという話を各地区で説明会をしておるわけでありますけども、その中で中山間地域の荒廃する農地をどう活用するかということもあわせて考えてもらってほしいと思っております。

　言葉で言えば簡単になりますけども、実情は必ずしも容易ではないということは十分承知しておるわけでございますので、そういうところにつきましては、それが終わった後、改めて産業課等を中心にいたしまして具体的な案について検討してまいりたいと思っておりますし、また後日その件については御報告を申し上げたいと思っております。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）ありがとうございました。この件については、また１１日の一般質問の中で私も出して議論をしたいと思っておりますので、きょうはこれで終わります。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）地方交付税ですが、財政計画の中でふえているということでありますが、どういう理由で財政計画の中でふえたのか、財政計画の中でどういうことがうたわれたのか、その点についてお伺いいたします。

　それから、今みんなの足を確保するために町内にコミュニティバスが運行されていますが、県もこれに対して独自の助成をするということであります。現在、一番困っているのが、バス乗り場まで行けない方をどうするかということで、社協でもしていますが、そういう形で今後、コミュニティバスの充実のために、こういう県からの独自の助成がありますから、活用していく考えがないのかどうかをお伺いいたします。
　それから産業の問題ですが、イノシシ、シカ、また昨年からことしにかけて小鳥の被害がかなり多く発生しています。今後、これに対してどのような対応をしていこうと考えておられるのか。これに対しては来年度の予算で審議会を設置しているようですが、その点についてお伺いいたします。

　それから消防の問題ですが、唐原地域が一つの分団ということになると、新吉地域、大平地域の友枝地域と比べると非常に少ないようですが、これはどういう経緯で１分団になっているのか。それから新吉地域の消火栓の配置の問題ですが、これはどういう基準に基づいてされたのか、お尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）質問の趣旨についてお願いするんですが、提案理由のどの部分についての質問なのか、明らかにしていただかないと、一般的な問題であれば一般質問でなされるべきであろうと思います。今の茂呂議員の質問は、どの部分の提案についての御質問か、明らかにいただきますと答弁もしやすくなります。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、もう一度、具体的な説明をしてください。

○８番（茂呂孝志君）詳細になりましたが、そういう形で提案が大まかでありますので、１点だけお聞きいたします。
　地方交付税の問題ですが、昨年よりもふえていますが、これについては財政計画の中ではどういう形でふえたということがうたわれているのかお尋ねします。一般的に、一般行政経費がふえたのでふえたのか、その点が特に私が聞きたいところでありますので、御説明を願います。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）交付税が今回、地方財政計画で増額された主な理由は、地域主権改革に沿った財源の充実を図るために、地方交付税が増額されたと考えてよろしいかと思います。

　それともう一つは、臨時財政対策債の分を交付税の現金のほうに移行したという部分を含めて増額になったとお考え願いたいと思います。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）特別交付税ですが、今後２年間かけて減るということを聞いているんですが、そういう形のものであるのかどうか、その点についても伺いたいと思います。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）特別交付税につきましては、段階的に２３年、２４年ということで１％ずつ減額されると私どもは承知をしております。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３３、発議第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）この件については先般の議会で請願として上がって、質疑の中で議論をされた案件でございます。
　要するにＴＰＰに参加すれば、農産物の関税がゼロになるということでございます。上毛町は農業を基幹産業としている地域でございます。米等については大打撃を受けるという状況でございますので、交渉への参加はしないという意見書を提案したいと思っております。何か質疑があれば。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員の趣旨説明が終わりました。趣旨説明に対する質疑を行いたいと思います。
　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ＴＰＰの問題は農業だけではありません。もちろん農業で大打撃を受けるということは、皆さん御承知のとおりだと思います。その中に、金融、保険、医療、郵政、労働分野、このかなりの部分で、国内経済が打撃を受けるんじゃないかなと思います。これは国民生活に対して大変な問題になると思うので提出者にお尋ねするわけですが、食の安全にかかわる問題とか、農産物を輸入自由化することによっていろいろと薬を、輸出するときには農薬をかけますけれど、そういう規制緩和とかいろいろとあると思うんで、食の安全の問題とか金融保険事業、それから医療の現場、郵政の問題、労働問題にどういう影響があるとお考えなのか、提出者のお考えをお伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）今、茂呂議員がおっしゃるとおり、あらゆる分野において影響があるということは、もう新聞紙上あるいは毎日のニュース等で報告されておるとおりと思います。だがしかし、みんな自由貿易が悪いということはないと私は思う。というのは、農業の関係においても、戸別補償あたりは確実な財源的な問題があって、解決すればこれは当然、そういうような形の流れに進んでいくものと私は考えております。あらゆる産業においても、それは言えるのではないかと思いますが、今日の時点では、そうした国のあり方が確立されていないということで、私は今こうしたことに参加するべきではないという認識を持っております。
　いろいろな金融機関あるいは保険関係機関、そうした雇用の問題についても、私は専門的には知っておりませんが、新聞紙上等に見る限りの常識的な範囲は心得ております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、亀頭議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから、本日採決する議案の上程を行います。
　日程第４、諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは、諮問第１号につきまして朗読をいたし説明にかえさせていただきます。

　人権擁護委員候補者の推薦について。人権擁護委員の候補者に次の者を推薦する。平成２３年３月２８日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　氏名、ツツイハルヨシ。生年月日、昭和１８年２月１９日生まれ。住所、上毛町大字宇野３８３番地３。

　理由といたしまして、人権擁護委員１名の任期満了に伴いまして、候補者の推薦について人権擁護委員法第６条第３項により、議会の議決を求めるものであります。

　そして、次のページに参考資料といたしまして推薦者の履歴書をつけておりますので、ごらんいただきますようお願いします。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦については原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、報告第１号　平成２３事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは報告第１号につきまして、朗読により説明にかえさせていただきます。
　報告第１号　平成２３事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。平成２３事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２３年３月８日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　次のページをお願いいたします。平成２３事業年度上毛町土地開発公社事業計画についてでございます。計画内容につきましては、お読みいただければおわかりいただけると思いますが、雇用情勢につきましては依然として厳しい状況にある中で、町内企業の生産活動は徐々に回復の兆しが見えているという状況でございます。このような情勢の中で上毛町土地開発公社といたしましては、以下の３点にわたって事業事務を推進するということでございます。

　１、町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。２、新たな工業団地の適地検討を行う。３、多様な産業分野からの新規立地の需要に備えるというものでございます。

　次のページをお願いいたします。平成２３事業年度の予算でございます。２３事業年度の予算につきましては、収入支出予算の総額はそれぞれ５０万７,０００円と定めております。

　予算の４ページをお開きいただきたいと思います。まず収入の部でございます。事業外収入と繰越金で成り立っておりまして、事業外収入の１項の基本財産の果実でございます。これにつきましては５００万円の基本財産の定期預金の利息で３,０００円、それから普通預金の利息ということで、１,０００円を計上しております。それから２項の繰越金が５０万３,０００円ということで、合計いたしまして５０万７,０００円の収入を見込んでおるところでございます。

　支出につきましては、経常的な経費ということで管理費に３０万４,０００円、それから事業支出といたしまして２万円、それから予備費といたしまして１８万３,０００円の合計５０万７,０００円を計上いたしております。

　以上が、土地開発公社の事業計画及び予算でございます。これで説明を終わらせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）先般、町長から企業誘致のお話がちょっとあった感もいたしますが、そうしたことを現実的に進めていくには、ちょっと私は予算的には規模が小さいんじゃないかなという感じがいたしますが、そうした動きも十分できる予算になっているかどうか、その点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）先般、町長が企業誘致の関係をお話しした件につきましては、個人の所有の土地となっております。今すぐに上毛町の土地開発公社のほうで工業団地をつくるというような動きがございませんので、こういう予算となっております。

○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）計画の中に「町内企業においても生産活動が徐々に回復の兆しが見えている」と書かれております。
　私の実感する実態としては、税収が落ち込む中で、まだまだ兆しが見えるというふうな状況には至ってはいないんじゃないかなという見解が示されておりますが、これは数字で見られるものとか、そうでないものを含めてどういうことについて、そういうふうな状況にあるとお考えなのか、お聞かせをいただきたい。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）数字的にはわかっておりませんが、町内事業者につきまして２月の終わりぐらいに景気の状況についてお伺いをしております。その中で企業さんのほうが言われておりますのが、今年度については生産が上がってきているということで、忙しいときと忙しくないときの差が激しいというような状況にあるということも聞いております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）景気動向調査をされたということですが、何社にされてどのような、何社回答があったのか、その辺を含めて、どういう聞き取り調査をしたのか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）町内企業につきましては３企業を訪問して工場長または総務の関係の方に平成２２年度の状況についてお聞きをしております。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）多様な産業分野からの新規立地の需要に備えるということでございますが、工業団地の適正を検討している範疇で、多様な産業分野とはどのような意味でございましょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）ただいま町内にある企業さんにつきましては、自動車関連の企業さんが多くいらっしゃいます。もうほとんどが自動車関連の企業さんと言っても過言ではないと思うんですが、そのほかに自動車関連以外の企業さんについての立地の需要に備えるということで、ここの文章を書かせていただいております。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）現状、国内の成長産業分野と言われるのは、皆様御承知のとおり自動車あるいは電子工業あるいは基幹産業、その三つが現状あるいは将来の成長分野と言われております。したがって私どもの上毛町は、ベースは農業、したがってその疲弊しつつある農業と工業団地等のバランスを当然、考えていかなきゃいけないと思います。いろんな誘致というものは、町の活性化に大きな重要要素ではございましょうが、おのずから誘致の規制なり基準なりというものを当然、考えていると思いますが、今後私どもがやっぱり考えていかなきゃいけないのは、成長分野を極力もくろめる企業の誘致を、方向性として当然、考えていると思いますがいかがでしょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）議員さんが言うとおりだと思います。一つの事業種に偏るわけではございませんが、いろんな業種の方に立地をお願いしたいなと町のほうとしても考えておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）この件に関しましては、後日、一般質問で細かに御質問させていただきますから、きょうはこれにて終わります。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　以上で本件の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第４号　財産の取得についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは議案第４号につきまして御説明を申し上げます。
　財産の取得について。次のとおり財産を取得する。
　平成２３年３月８日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　１、取得財産、マイクロバス１台。２、契約の方法、指名競争入札。３、取得金額、７７７万円。４、契約の相手方、上毛町大字土佐井１６４番地１、熊谷商会、代表奥西マサハル。理由といたしまして、マイクロバスの取得について上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであるというものでございます。

　よろしく御審議をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）このバスはガソリン車か、ディーゼルか、どうですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）検討した結果、一応ガソリン車ということに決定いたしました。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）バスの運転をしてあったプロの運転手さんの話ですけど、ディーゼルが物すごく力が強いと。ということで、今度買うというときはディーゼルでしょうねという話を聞いたもんですから、そこら辺の選択は町のほうはどういう形でやったわけですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）その辺も業者、メーカーのほうと検討させていただきました。そうしたらミッションといわゆるオートマとの兼ね合いもあろうかと思います。現在、オートマが大体、通常でございますので、そこであればおのずと、いろいろと検討した結果、いわゆるガソリン車でも大差ないということでございまして、一応ガソリン車を選択いたしました。排ガスの関係も考慮いたしまして、そのような経過を踏まえて決定したものでございます。
○６番（安元慶彦君）はい。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）この指名競争入札なんですが、何社でされたんでしょう。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）６社でございます。
○１１番（大山　晃君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４号、財産の取得については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第５号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第６号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは議案第５号につきまして説明をさせていただきます。
　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第６号）。平成２２年度の上毛町一般会計補正予算（第６号）は次に定めるところによるというものでございまして、第１条で歳入歳出予算の補正ということで、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６億７４１万２,０００円を追加いたしまして、総額を５８億６,６４２万２,０００円とするというものでございます。

　第２条で繰越明許費を今回、計上いたしております。それから第３条で地方債の補正ということで、第３表に地方債の補正を行っております。
　平成２３年３月８日提出、上毛町長、鶴田忠良でございます。

　それでは６ページ、７ページをお開きいただきたいと思います。先ほど第２条で説明いたしました第２表の繰越明許費でございます。これにつきましては臨時議会で御可決いただいたものでございまして、その中で年度内に実行できるものは執行いたしまして、年度内に執行が困難なものにつきまして、きめ細やかな交付金事業それから住民生活に光をそそぐ交付金事業、それからその他の事業という三つの区分を得まして、繰越明許費ということで今回、計上をいたしておるものでございます。これにつきましては当然のことながら、４月以降に早急に着手してまいるという所存でございます。以上で繰越明許費の説明につきましては終わらせていただきます。
　それから８ページでございます。８ページが第３表、地方債補正でございます。今回は変更ということでございます。出資債と合併特例債を今回、変更いたしております。出資債につきましては上水道の整備の関係の出資債でございまして、７３０万円を今回、６８０万円の限度額に改めるものでございます。減額ということです。
　それから合併特例債につきましては東中学校の屋内運動場に係るものでございまして、限度額補正後が８,４７０万円というものでございます。これは入札による縮減でございます。
　それから続きまして９ページでございます。今回、歳入の補正をいたしております。まず町税費、町税でございますけれども、今回、７,０００万の増額をいたしております。主なものにつきましては個人住民税の増、それから固定資産税の増、それから法人税、法人住民税の増額をいたして、総計で７,０００万円の増額をいたしております。
　それから地方交付税でございますが、今回、普通交付税につきましては確定いたしましたので、２億１,３９６万円の増額をいたしております。それから特別交付税につきましても６,２００万ほどの増額を今回いたしております。それから分担金、負担金につきましては減額ということでございまして、矢方池の改修につきましての負担金が減りまして５００万円ほどの減額をいたしております。とともに、介護予防費の分担金も今回、２００万円ほど減額をいたしております。
　それから使用料及び手数料につきましては３００万円ほどの減ということでございます。それから国庫支出金につきましては、８６万７,０００円の増ということで、減額もあり増額もあるということで相殺して８６万７,０００円の増ということになっております。国庫支出金につきましては子ども手当の負担金の減額並びに人感センサーの事業費の減額によるものが、主なものとなっております。増の要因といたしましては、小学校の空調設備の交付金、小学校、中学校に今回、後ほど御説明いたしますが、空調設備を施すようにしております。その交付金の増額分が９８０万円ほど、この中に入っておるものでございます。
　それから県支出金でございますが、緊急雇用の事業が減額いたしまして５００万ほど減っております。それから荒廃森林の事業の関係で４００万円ほど、この部分で減っておるのが減額の大きな要因となっております。
　それから財産収入が増額となっておりますが、これは旧東上小学校の学校用地の売り払い収入が３５０万ほど、ここに入っておるものでございます。
　それから寄附金でございます。今回、社会福祉協議会よりの寄附金がなされておりまして、この部分に計上いたしておるものでございます。繰入金につきましては、今回、公共施設の整備基金を当初、いわゆる繰入金の予算計上をしておりましたけれども、一般財源のほうで賄うことができるということでございまして、今回、減額の補正をいたしております。
　それから諸収入でございますが、東九州自動車道の発掘調査の関係費、事業量が減少したということによりまして収入が減っておるというものでございます。それから町債につきましては、合併特例債が減額したものでございます。総計で６億７４１万２,０００円の補正の増ということになっております。
　続きまして、もう１ページめくっていただきますと、歳出でございます。歳出でまず今回、人件費の関係で減額補正を一律、１款から９款までにわたって減額計上をいたしております。これにつきましては期末勤勉手当の減額、それから職員の異動、それから超勤手当の不用額が今回、人件費の減額の大きなものとなっております。それ以外の部分につきまして、それぞれ減額が今回の補正の主体となっておりますけれども、人件費以外の総務費につきましては、中には増額の部分もございます。増額の部分だけ御説明いたしますと、総務費につきましては今回、職員が１名退職ということで退職手当の特別負担金が７００万円ほど、それから乗り合いタクシーのいわゆる運行助成の分で４０万円ほど増額補正としております。それから民生費につきましての増額の部分でございますが、国民健康保険の特別会計、いわゆる医療費が増高したということで国民健康保険の繰出金が４３０万円ほど増額となってございます。それから民生費の中の老人福祉費で、介護保険の広域連合の負担金が２４０万円ほど増額となっております。それから障害者福祉費で、障害者自立支援の給付費が３４０万円ほど今回、増額計上をいたしておるものでございます。

　それからあとは農林水産業費につきまして、増額の部分は唐原地区のほ場整備事業につきまして１３０万円ほど増額計上しております。これにつきましては筆数等、いわゆる登記の件数とか、そういった部分でふえたということで事業費がふえたものでございます。

　それから商工費につきまして、金額は少ないんですけれども原材料費ということで、大ノ瀬官衙遺跡の景観作物を今回、補正の中で芝桜を植えてみようと。時期的にこのタイミングでないと間に合わないということで今回、３５万円ほどの予算をいただきまして植えつける予定といたしておるものでございます。
　それから主に増額につきましては、９款の教育費でございます。小中学校の空調設備の工事関係費ということで６,７００万円ほど増額をいたしております。これにつきましては先ほど歳入のほうで申しましたが、安全安心な学校づくりの交付金の対象ということで、１,０００万円ほどの補助金が伴うものでございまして、今回計上いたしまして繰り越し事業ということで夏までに間に合うような形で空調設備を整備したいと考えておるものでございます。
　最後でございますが、諸支出金の分でございます。諸支出金で今回、６億４,０００万ほど増額となっておりますが、これにつきましては先ほど言いました社会福祉協議会から５億円の寄附金と執行残、いわゆる不用額をすべて減額補正した分の財源を諸支出金といたしまして、公共施設整備基金への積み立てを１億４,９００万円、それから減債基金への積み立てを４億９,９００万円いたすものでございます。

　以上、早口で申し上げましたけれども、今回の補正予算の概要について御説明をいたしました。以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。三田議員。
○５番（三田敏和君）エアコンの件でございますが、夏まで間に合うというような答弁でございましたが、具体的に学校でそれぞれ授業がある中で、具体的に夏までという意味合いをどのように考えているのか、御説明をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）夏までと申しますのが、６月をめどに何とか設置できるような形を考えておるところでございます。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）６月と言いましても授業があるわけで、この工事に要する期間とと、それが授業そのものにどのように影響を与えるのか、その辺を含めてちょっとお聞かせください。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）詳細設計に入ってみないと何とも申し上げられませんが、基本的には週末工事を中心に考えておりますので、そういった部分で若干、工期を要する部分もあろうかと思います。
○議長（坪根秀介君）三田議員、３回目です。

○５番（三田敏和君）その辺は十分配慮していただいてですね。６月と言っても暑い時期、蒸す時期が必ずあるんで、ぜひその辺をお願いしたいのと、今教室の数をずっと、各小学校に何教室入るということを書かれておりましたが、これで基本的に図書室等入っておりますよね。そういう意味から言うと、学校にある各教室から言うと人が集まるところが基本的に入るのかなと。その辺はどういう状況になっているのか、最後にお聞かせください。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）まず今回、補正いたしておりますのは、普通教室とそれから特学教室で２８教室でございます。図書室につきましては先般２月の補正予算の際に、光をそそぐ交付金でつけさせていただいておりまして、それ以外におおむね各学校、一、二室それぞれついておりますので、人が集まる、例えばＰＴＡ等が集まる部屋については設置が完了するという感じになろうかと思います。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。大山議員。

○１１番（大山　晃君）エアコンの件でございますが、今非常に電気は省エネということが騒がれておるんですが、電気の使用料、１カ月使ったときに、この機種は電気を食いませんよ、これは食いますよという機種の選定は十分されましたか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）今、これは設計前の段階の金額を出しておりますので、機種の選定に際しては今から設計に入りますので、設計の際に十分そういった省エネタイプを検討したいと考えております。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）失敗をすると大変な目に遭いますから、初めが大事ですから、どうぞよろしくお願いしときます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）地方債の補正が出ておりますけども、これは先ほど説明の中で一定の経過というものを見なければわからないというのはわかるんですけれども、基金のほうに６億以上のものを持っていくということで、こういう減額補正ができるとするならば、これを借りなくてもお金はあると。１回申し込みをやったらもう多少の減額は認めるかもわからんけれども全く、ああ言いよりましたけどもうお金がありますからようございますということができないのかどうか。これだけの積み立てができるわけですから、そういうものをわざわざ借りなくても。借りたものは返さないとならないわけです。交付税のほうで合併特例債あたりに相当はね返りがあるということは聞いておりますけど、やっぱり借りたものは利子をつけて返すわけですから、そういった技術的なものが財政上できないのかどうか、そこら辺を１点ですね。
　それから社協から５億円の寄附金が今回見込まれておるわけございますけど、５億円だけであるのか、あるいはそれをオーバーしているのか。社会福祉法人というものがそんなにお金を蓄えるところなのかどうかですね。そういったところもちょっとお尋ねしたいと思いますが。
　それから今、エアコンの話が盛んに出ましたけど、これには健康上の留意というものは要らないのかどうか。やっぱり暑いときには人間は汗をかくようになっていますから、例えば相当の高温で勉強どころじゃないと、ふうふう言うごたると言えば、それは大変でしょうけども、我々の経験からしますと余り冷やしたところに入ると、夕方になると体がだるくなるという経験も持っていますから、こういった成長時期の子供にとって、これは学校のほうで相当配慮すると思いますけど、入れたからどんどんいいと、つけたからどんどんいいということではなく、やっぱりそうした健康の面も考えていくべきじゃないかなと思うわけですが、そこら辺のことは今後、どういうふうに考えているのか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）今回の町債補正の関係につきましては一応、一たん申し込むとやはり財源が余ったからどうだっていうことは、対財務支局の関係、いわゆる機関同士の関係もございますので、なかなかそれは厳しいというふうに御認識を願いたいと私ども考えております。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは社協の寄附金の件でございますが、社協の寄附、今回５億ということで、これだけかということでございますが、現在社協のほうで介護事業部門の剰余金としては、おおむね７億近くございます。現金資産、いろいろ基金がございます。今回はまず第１段として５億円の寄附ということでございますが、社協のほうの事業の清算がまだ残っておりますので、これが終わった時点で残りの部分の清算分がまた第２段階で寄附という形になってくると思います。

　社協にこれだけの蓄えがあることについての御指摘でございますけれども、社会福祉事業というものは、こういった剰余金を本来持つべきではなく、それらの余剰金というのは次の事業投資の費用に当然、活用されるべきものでございます。ただ、本町の場合は社会福祉協議会が本来の事業以外の部分で、こういった事業を受けてやっているということから、その中で町からの委託事業ということで、施設の建設費用等は町がすべて負担をしてきておりますので、毎年の通常業務の中で生じた剰余金というものは積み立てて蓄積してきておるわけでございまして、今回事業廃止に伴って町に寄附金という形で返納するような形になっております。
○議長（坪根秀介君）教育長。

○教育長（百留隆男君）エアコンの利用でございます。今、三田議員もおっしゃったように、私どもむやみ使うということ、つければ非常に涼しいからそのまま使ったんでは今までの努力も水の泡になります。実は昨年度まで気温をはかって頑張ってもらったんですけど、昨年度の暑さにはやっぱり限界を感じておりますんで、その使用につきましてはまた各学校で十分一つ配慮して、グリーンカーテンの使用も含めてひとつお願いをしたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）わかりやすく言いますと、１回、繰り上げたものはもう繰り上げるわけにはいかんと。ただもうそんなに下げられませんということで今回、減額と。片一方のほうは５０万円の減額、片一方のほうは９００万円の減額で手続をとると思うんですけどね、そういったことができるならば、もう少し……。それは技術的に国のシステムの中で、もうあんたのところは申し込みしたんだからそれを丸々ということはできませんよということかもわからんけれど、これだけの金があるんですから、それがもう少し借りなくていいような方法もあるんじゃないかという感じがするわけですね。そういうことはどうですか、総務課長、内部のほうで討議はありますか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）今回の特例債につきましては、あくまで事業費が減った関係で限度額が下がったわけでございまして、議員さんがおっしゃるような内容とはちょっと違った関係で今回、限度額を設定しているということでございます。
　借りた理由といたしましても、当初やっぱり６月ぐらいの段階でございますので、こういった財源等、結果的には今こういったものでございますが、その当時の状況から考えればこれが最良の選択であったと私どもは考えております。
○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目です。

○６番（安元慶彦君）私の想像ですけれども、なかなか撤回はできにくいということでしょう。何と言ってもまだ国の支配が大きい国ですから、勝手なことは許さんよということかもわかりません。それは議論してもちょっとしようがないですけれども。
　それから社協の寄附の関係ですけれど、７億ぐらいが見込まれておると。いろいろ精査しなければあとのものについてはどれだけの雇用といいますか、寄附金としてはね返ってくるかわからんということですけれども、そうしますと今までずっと長い間町の、いわゆる社協の運営費の助成というものが毎年されておるわけですね。そういった事柄については、我々は全くそういう審議の過程の中で知らされないものですから、やはり要るものは要るものだということでさっさっと助成をしてきておるわけですね。そうした社協の中で留保財源があったとするならば、町からの助成は要らなくて、いわゆる独立採算制で行けたんじゃないかなという感じがするわけですよね。そういう点はどんなもんでしょうか。これは私は３回目の質問ですから、あとちょっと聞くわけにはいきませんから、まとめてちょっと聞きたいと思います。いかがでしょうか。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）社会福祉協議会におきましては、現在も本部会計ということで社会福祉協議会本部の運営についての助成金ということで例年、二千数百万円の助成をしております。この介護事業部門につきましては、社会福祉協議会も本部会計とは別に介護事業部門ということで、これはあくまで町から当初より委託を受けて社会福祉協議会がやっているといった経緯がございましたので、完全に会計を独立して介護事業部門については独立会計というか、社協の会計の中ではありますが、その事業分けをした中で、明確にその部分を区分して運営をしてきております。その中で生じた剰余金ということで、今回事業廃止でその部分については返納、寄附金ということで返却するような形になっております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）私は繰越明許費の関係でお尋ねしたいと思います。会計年度独立の原則もありますが、繰越明許費のほうも予算的には認められておるわけでございます。起債の決定の地方債あるいは補助金指令のあった補助金等は、出納閉鎖、５月３１日まで完全に現金として入ってくるということは確証できますか。
　それから、マイクロバスの関係も先ほど決定をしたわけでございますが、これは今から自動車をこしらえるのかどうか。まだ会計年度までは２カ月ほどあるわけでございますが、どうした形で納入されるのか。それから２億２,０００万円ほど近い繰越明許費でございますが、この大体何％ぐらいが実質、今年度に取り組んでおるのか。そうしたことをお尋ねします。
　それから先ほどの空調関係の件でございますが、これも繰越明許費の中に入っておるわけでございますが、この補助率は、私は２０％もないような感じがいたしますけど、こうしたのは来年度の予算、安心安全の補助金と思うわけでございますが、これは来年度あたり当初予算で、単独でも組めるんではないかと私は考えるわけでございますが、そうした観点をお尋ねします。
　それから空調関係でございますが、南吉富小学校７部屋、一部屋が大体、１４から１５畳ぐらい、ほかのところを見ても１８畳、２０畳ぐらいの面積かと思います。これは３０畳あたりのエアコンをそれぞれの家庭にもつけておると思いますが、これにすれば１,０００万ぐらいで私はできるんではなかろうかと思います。

　私のところのマツモトの公民館の空調関係をするときに、３社ぐらいに見積もりをしていただいた。そうすると私は今、この制度であれば１カ所から配線をしていくようなシステムではなかろうかと。それになると三、四割ぐらい高くなるんですね。そして各部屋で備えつけるのは三割か四割安かったということで、我々、民間はそうしたシステムを取り入れたわけでございます。今回のはどうした方法で取り組もうとしておるのか、お尋ねをいたします。
　それからこの件は、中津の議員さんなどが非常に積極的に取り組んで云々すると。父兄の中から夏は風邪をひかんごとしてくれ、冬はやけどせんごとしてくれという声が非常に出ておるということも事実でございますが、南吉富小学校建設のときには、合併されております真坂小学校で最終的な決断をして、オープンスペースを取り入れる小学校の建設に取り組んだわけでございます。その後、あらゆる小学校が右に倣えじゃないけれど、そうした形の小学校になっております。現上毛町の学校はみんなその姿でございます。参考にされたと言われておりますが、そうした観点から真坂小学校の状況をどのように参考にされておるのか、その点あたりをお尋ねしたい。
　また昨年度が非常に暑かった。今年度は寒かろうという長期予報も出ておるところでございますが、７月２０日まで小学校あるいは中学校も、生徒の学習があるんではなかろうかと思います。また夏休みも十分とられて９月１日から始まると思うわけでございますが、昨年の状況でエアコンを使った場合といたしましては、何日使われるのか、その点をお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）質問の内容は、繰り越しの関係で３点ほどあったかと思います。もし違いがあればまた再度確認をしたいと思います。
　財源につきましては、確実に５月までには入るということは明確にお答えしてよろしいかと思います。
　それからマイクロバスの購入でございます。これにつきましては入札も終わりましてあとは車ができ上がって納入を待つばかりでございますけれども、一応３月末までに納入が間に合えば３月中に執行させていただくということになりますが、万が一のことがございますので、一応繰越明許費ということで今回上げさせていただいております。何分、すぐに入る品物ではございませんので、一応そういう措置をとらせていただいておるものでございます。
　もう１点が、交付金事業について新年度に反映されているのかということを、議員さんが今、質問の中でおっしゃっていただいたということで、確認の意味でよろしいでしょうか。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）ちょっと２億２,０００万円ぐらいの事業が、ずっとここに繰越明許費で上がってきておりますね。この中で来年度にもまたがるわけなんですが、今年度の工事に着手している状況はどうなっているかということなんです。全部が来年度に丸投げということはなかろうけど。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）年度内に今、実際に着手が確実と見込めるものは、消火器の購入を既に発注しております。それから箱わなの購入。この中には当然、年度内に実施するということで繰り越しをいたしておりません。それから光をそそぐ交付金につきましては、消費者行政のパンフレットを購入するようにいたしておりますし、それから配食サービスの容器の購入とそれに伴う車両の購入、それから光をそそぐ基金事業で図書館司書の配置と友枝小学校への連絡員の配置という部分に関しての基金への積み立てを年度内に実施をいたしておるものでございます。金額につきましては具体的に把握しておりませんが、事業としては年度内にそういう部分について実施をするということでございます。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）それではまず空調関係についてお答えをさせていただきます。まず１点が、なぜ当初予算ではなくて繰り越しの部分でと。これにつきましては２２年度分の補助金が、文科省のほうから安心安全の交付金について再度、申請をしないかという照会がございましたので、今回これに乗せさせていただいて、先般来申し上げておるとおり、この交付金自体、新年度で要求してまいりますと６月以降に交付決定がございまして、それからしか工事にかかれないという部分がございましたので、今回この２２年度追加分に手を挙げさせていただいたということでございます。
　それからまず、事業費に対して補助金が非常に少ない。これは空調の文科省単価というものがございまして、単価に対する率ですので、補助率が３分の１と申しましても単価自体が半分以下になっておるんでこういう補助率になっております。現在、一応内示でいただいた分では、これの倍額程度、約２,０００万程度内示をいただけるようになっています。決定は３月下旬になります。そういった状況でございます。
　それから、経費が非常に高いんじゃないかということでございますが、特に学校の場合、職員室で全体のコントロールをしないと、生徒が各自勝手につけるということをやられると非常に困りますので、全体コントロールが必要であるという部分で、これだけの費用になろうかと思っております。
　使用日数でございますが、もし６月中につけば７月が２０日、あと９月が３０日のうち何日つけるかということになろうかと思いますが、現在各小学校、登校日以外にサマースクールというものを三、四日、夏休み期間にやっておりますので、そういった部分にも活用されるので、五、六十日程度の利用になるんではないかと考えております。ただ、先ほど教育長が申し上げましたとおり、きちっとした運用のルールを各校に示して、不必要に使うことのないように努めてまいりたいと考えております。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）繰越明許費は、やっぱり年度内に支出が完了することができなかった場合という位置づけが明確にされておるわけなんですね。そうした観点から見れば、やっぱり事業をある程度年度内にやっていかなければ、つじつまの合わない、架空的な予算じゃないかというようなことを指摘されても、私はやむを得んと。またそうしたところを指摘するのが我々、議会の立場でもあります。特に現金を目の前にそろえるというようなことは、するべきことでもないけれど、そうしたことで出納閉鎖、５月３１日まで現金がとまるということが繰越明許費の予算の原点だろうと私は思いますので、そうしたことをお尋ねしたわけでございます。
　それから空調関係も温暖化ということでもって、気候の状況が変わってきておるということはもう事実だと思います。あとはいかにそれを事業のために役に立つような、あるいは経費もかからないような、辛抱するときはする、あるいは工夫をしていくというような、教職員の認識を持っていただくような指導をしていかんと、何しろ上毛町の学校はクーラーがついて、夏は風邪引くかわからん、冬はやけどするかわからんと風評が立たないような使用をしていただくよう、やっぱり行政としての監視監督は十分していただきたいと思います。
　特に中学校の場合、中学校の校長いわく、こんなすぐれた環境の中、あるいはそうした施設が防衛庁の関係の築城・椎田に比べてもはるかに整っておると声に出して、そうしたことでもって教職員の指導に当たっておることでもあろうし、また父兄等にもそうしたことでもって教育の実を上げるという取り組みをされておるということが現実にあるわけでございますので、小学校等においてもそうしたことを一つの教訓として十分生かしていただくように努めていただきたいと考えております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに。
　宮崎議員。
○３番（宮崎昌宗君）収入の２０ページの、東上小学校跡地の売却手数料に３５１万５,０００円とありますけれども、たしか前聞いたときは土地と建物を売って、その解体費と不動産鑑定額のその差額を業者にお支払いいただくという形だったと思います。例えば５００万だとしたら解体費が１５０万かかったら、それを引いた差額で買っていただくというような話だったと思いますが、結局、解体費が幾らになってこの金額になったのかお尋ねします。また面積も、最終的にどのくらいになったのか。
　もう１点が、商工費の４４ページですけれど、食による観光客誘致促進事業で１２０万ほど、結構事業の割にはたくさん余っていると思いますが、その余った理由と、確かこれによって上毛バーガーというのがつくられたと思いますけど、どのような反響なのか、お答えください。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）東上小学校跡地の件なんですが、不動産鑑定士による鑑定額、平米３,１６０円に売買の面積、３,４９３平米で、１,１０３万７,８８０円と。それから解体経費が７５２万２,０００円ということで、それを差し引きまして３５１万５,８８０円ということでございます。以上です。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）食による観光客誘致促進事業のマイナスの件でございますが、道の駅それからピアハウスつばさにそれぞれ委託をしております。道の駅につきましては約１０万ほどの減額となっております。ピアハウスつばさにつきましては１１０万ほどの減額となっております。この理由につきましては、ハローワークに求人をかけまして求職者を求めておりましたが、なかなか人が集まらず、人件費の減額が多く１２０万の減額となっております。
　それから上毛バーガーでございますが、２月１０日、１１日からオープン記念をいたしまして、その後１３日から２８日の間に８９３個の売り上げをしておるところでございます。人気のほうもよく、平日にもかかわらず皆さん買いにきていらっしゃるようでございますが、天気が寒いと売り上げは落ちると聞いております。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）上毛バーガーが割とヒットしているみたいですけど、産業課のほうでは川底ガキをして、企画のほうでは二つの団体にお願いして何か目玉になるようなものをつくろうとしていて、たくさんあり過ぎて。いずれ１本化するかもしれないですけど、その辺の、産業課と企画課の連携というのは何かされているんですか。それと先ほどの解体費７５０万というのは実費ということでしょうか。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）産業課が委託しているのは、川底ガキを主体とした商品開発となっておりまして、うちが今委託をしている部分につきましては、イノシシ等をつかった上毛汁、それからいろいろな特産品をつかった商品の開発を考えておりまして、産業課と一緒になっていろいろこれから考えていかなければならないと思っております。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）経費も入っております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）１０項目ほどお伺いいたします。
　まず１６ページですが、１３款３項１目３節、参議院選挙の委託金ですけれど、これは一般財源からも支出するようになっているんですが、国政選挙ですから委託事業でありますので、なぜこれが町負担にならなければいけなかったのかお尋ねします。
　それから１７ページ、１４款２項１目４節、緊急雇用創出事業臨時特例交付金事業。５５０万ほど減でありますが、雇用という問題であって、本来であれば取り組んでいかなければならない問題ですが、なぜ５００万円という減をしなければならないのか、お尋ねします。

　それから１９ページです。１４款３項１目６節、県知事・県議会議員選挙で、これは県の委託事業ですが、なぜ町が金を負担しなければならないのかお尋ねします。

　それから２０ページ。１５款１項２目、上毛町地域振興基金利子が１０７万ありますけれど、多いように感じるんですが、なぜかをお尋ねします。

　それから先ほど今、宮崎議員もお尋ねしましたが、１５款２項１目１節、旧東上小学校の跡地の平米当たりの単価と面積はわかりました。地元の行事やコンサートなどをあそこで開いています。駐車場とか広いスペースが必要になる場合がありますので、そういうことについて、そういう場合にはこの業者との間でどういう合意がされているのかお尋ねします。
　それからあそこは菌床栽培をしているわけですが、現在ビール館もやっています。以前私もお訪ねしたことがありますけれど、東上小学校で菌床栽培をするようになった場合に、ビール館の菌床栽培も向こうに移るのかとお尋ねしたところ、それは移らないという答弁でありました。今後もそうであればお尋ねするわけですが、そうであれば目的外使用でまた貸しになっているのではないかなと思うんです。その点について見解をお伺いいたします。
　それから菌床栽培をすることによって、地元雇用が最終的に何人見込まれるのか。またこの菌床栽培で、この地域振興のためにどのように町は支援していこうとしているのかお尋ねします。
　それから東高跡地の問題ですが、これは２７ページ、２款１項５目１７節ですね。旧築上東高跡地なんですが、私も一般質問で、あの近辺、宇野の交差点は道が狭いので、また宇野の東区、西区、また八ツ並なんかはちょっと路地に入ると狭いので、そういう土地を活用してミニ都市計画みたいな形で、ちょっといろんな車やらの通りがいいようにしたらどうかということで、それも選択肢の一つとして言われましたけれど、そういう問題で仮に東高跡地がそういうことで使われないということであれば、そういう道の狭さについても解決策があるのかどうかお尋ねします。
　それからあとは４８ページ、５１ページ、５２ページ、５３ページ、細かいことは言いませんけれども、４カ所財源変更していますよね。なぜ一般財源に移行しなければならなかったのかお尋ねします。
　それから５４ページ、１２款１項３目、減債基金の積み立てが非常に多いわけですが、将来的な考えもあってのことだろうと思いますが、減債基金にかなり積み立てますよね。その次が公共施設の整備基金ですが、金額からすると約４分の１ですよね。ですからかなり減債基金に力を入れているわけですが、将来的な考えも含めて、その積み立ての理由をお伺いいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）非常に多うございましたので、とりあえず私は選挙の関係についてお答えをしたいと思います。選挙の補助金の関係ですが、歳出のほうをごらんになっていただきたいと思います。よろしいですか。歳出の２９ページと３０ページ、２９ページが参議院の選挙になるわけですが、今回、これの交付金が減ったということでございます。交付金のところで財源変更でこういうふうに減らしております。これは一般財源がふえたということではございませんで、一般財源につきましては今回、減額補正をしておりますが、すべての細かい金額について減額補正をしたわけではございませんので、その分がここに残っているということでございます。これは執行するということではございませんので、その点、勘違いなさらないようにお願いいたします。
　それから３０ページの県知事・県議会の選挙で、これは２３年度にわたるものでございまして、とりあえず２２年度で交付金が２７万３,０００円減ったということで残して、これにつきましても今後まだ３月いっぱいありますので、その分を残しておかないと何かあったときには使えないということで、あえて残しているものでございます。とりあえずちょっと選挙についてお答えをいたしました。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）私のほうからは、１７ページの緊急雇用創出臨時特例基金事業の補助金５５０万６,０００円の減額について御説明をいたします。この事業につきましては３事業ございまして、不法投棄の対策とクリーンアップ事業、その部分が８５万ほど減額となっております。それから介護プログラムでございますが、これは支出のほうでいきますと２７ページになるんですが、地域人材育成事業の介護雇用プログラム委託事業でございます。これにつきましてはホームヘルパー２級の資格を取得するため、安雲拓心苑とたいへい苑のほうに委託をしておる事業でございますが、これにつきましてもハローワークを通じての求人となりまして、安雲拓心苑につきましては２月、３月の２カ月で二人分の人件費、それからたいへい苑につきましては１２月から一人分の人件費ということで、総額３０６万８,０００円の減額となっております。
　それから、さっき宮崎議員さんのほうにお話をいたしましたが、地域人材の食による観光客誘致の関係で１４４万８,０００円ほど減額となっておりまして、合計いたしまして５５０万６,０００円の減額となっております。
　それから東高跡地の問題でございますが、これにつきましては前の議会のほうでいろいろお話があったとは思うんですが、新年度にこれの検討委員会等を立ち上げまして方向性について考えていきたいと思っておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）東上小学校の跡地のスペースの関係ですけれども、分筆する際に地元の方々の立ち会いのもとで分筆しておりますし、会社と今ある集会所の間、その境界には何もフェンスとか、そういうものをつくらないということで、盆踊りとか、そういったスペースを利用したいときはどうぞ自由に使ってくださいということで、行政と地元のほうで合意ができておるところでございます。
　それから地元雇用ですが、男性１名、女性パート４名ということで地元区会を通しまして募集したところですが、２月中旬くらいまでで女性３名が応募しておるということを聞いております。
　それから地域振興ということですが、そういった地元の方を採用することによって地域振興も図られると思いますし、そこでつくられる菌床あたりを利用してできたやつを直売所に出すとか、そういったことで地域振興を図れると思っております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは私のほうから、なぜそんなに減債基金と公共施設に積み立てるのかということでございますが、公債費につきましては今後、新たな借り入れがなければ、去年、ことしがピークでだんだん減ってくるとは考えておりますが、現在高といたしましても２３年度で６５億ほどございます。
　それからもう一つ大きな懸念は、２３年度予算で割合的には依存財源が７８％ほどです。そういった大きく交付税なり補助金等に依存している財源というものは、今後そんなに変わる要素はないということを考えれば、特にそういった大きな借金を抱えている我が町につきましては、そういった部分に優先して積み立てるということは必ずしも間違っていないと考えております。

　とりあえず一応、その分についてお答えをいたします。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）あと４８、５１、５２、５３の財源変更。９款、１０款、１１款の財源変更。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）財源変更でございますが、さまざまな補助金等の額の確定によりまして減額分が出ますので、それと合わせて他の減額予算との調整による一般財源と御理解をいただきたいと思います。

○８番（茂呂孝志君）それからビール館の菌床栽培後に、もうこのまま使わせるのかどうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）ちょっと質問の内容がわからなかったので、もう一度。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）東上小学校跡地で菌床栽培をするようになっていますけれども、現在、ビール館のところを借りてやっています。東上小学校で正式にちゃんとそういう栽培をするようになれば、ここも移転するのかどうか。その点伺っているわけです。そうしないと目的外使用になっていませんかということをお尋ねしたわけです。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、予算と関係ないと思いますけど。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）関連がありますから。ですから、そういう形で移転するのかどうかで、そのことを私は聞きたいわけですよ。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）移転するかどうか、町ではわかっておりません。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ここは実際、借り主はこの方じゃないと思いますので、また貸しになっていると思いますが、その点、調査して検討するようにお願いしときます。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに。

　会計管理者。
○会計管理者（廣﨑誠治君）財産収入の上毛町の地域振興基金利子の１０７万についてお答えいたします。これにつきましては、コーラブル預金といって利息のちょっと高い運用を行った分の利息が確定したものを上げたものでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか、茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）ちょっと蒸し返すようですが、先ほどの学校の空調の件ですが、教育はやっぱり生徒児童にあまねく及ぼすというのが定義ですけれども、快適な教育環境をつくってあげるという点はもちろん評価するんですが、最近の子育て、幅広く言えば子育ての観点から見れば、何でもかんでも与え過ぎているという感じ、辛抱我慢ができない子供が多いというようなことを感じます。私は民間にいた関係で、やっぱり投資した金額に対する効果、つまり費用対効果ということを常に追求してまいりました。そういう点から考えますと、教育現場に費用対効果を云々するのはちょっと方向が違うとは思いますが、例えばこういった快適な教育環境をつくることで、今まで我慢してきた過去の成績から向上するのかとか、あと先ほど亀頭議員がおっしゃいました健康管理等々考えまして、やっぱり行政としてはある程度の費用対効果みたいなところは考えるべきじゃないかと思うんですがいかがでしょうか。

○議長（坪根秀介君）教育長。

○教育長（百留隆男君）確かに子育てにつきましては、強くたくましくというのはいつの時代においても願いでございます。できるだけ私どもといたしましては、条件を整え過ぎて温室の中で育てようという気持ちは学校の中ではありません。しかし、昨年、実態を調査して温度を調べていましたときに、ちょっともうリミットを超したなという判断が各学校でなされましたし、熱射病にかかった子供もという話もありましたので、これはやっぱり限界だと。ただ、利用方法については先ほどお答えいたしましたように、決して利用し過ぎて、夏に冷やし過ぎ、冬は暖か過ぎてということのないように、利用方法につきましてはまた十分利用基準を決めてやりたいと。根底はあくまで強くたくましい子供づくりというということでございます。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）今、おっしゃいました教育長さんのお考えに賛同なんですが、やっぱりある程度不自由とか不便さとかいうものを生徒児童が感じる中で、そうしたらどういうふうに工夫したらいいかとか、そういうことを考えさせること自体が幅広い意味での教育じゃないかと思います。
　そういう観点に立ちまして、ある程度、導入したことによって目に見える成績がどう変化したか、あるいは風邪を引いたとか、おなかを壊したとか、具体的なそういう病例、事例が導入前に比べてどんな推移が見られるのかと。そういうある程度の追跡調査みたいなものをすることが、いわゆる民間で言う費用対効果かなと思います。その辺はいかがでございましょうか。
○議長（坪根秀介君）教育長。

○教育長（百留隆男君）宮本議員さんおっしゃったように、私どもとしては事後の追跡調査と言いますか、調査と言いますよりも状況把握は常に怠りなくやらなければいけないと思います。先ほど言いましたように、上毛町の町民の子弟を、やはり力強い、強い子供に育てたいというのはいつも念頭に置いております。

　またいろいろと御指導方よろしくお願いします。
○議長（坪根秀介君）宮本議員、３回目です。

○１番（宮本理一郎君）学校に対してそういう設備ができるということは、そういう環境にあるということは、我々大人を取り巻く環境としても幸せな状況にあるわけで、例えば家庭にはクーラー、冷暖房はないけども、学校に行ったらあるよという逆転現象ができるだけ見られないような運営を行政としては考えていただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）教育長、いいですか。教育長。

○教育長（百留隆男君）ただいま議員さんがおっしゃったことを十分肝に銘じまして、言うなら余り温室の中で、ぬくぬくとした中で、また快適過ぎた状態には当然せずに、辛抱と我慢、このことは指導していきたいと思っております。

○１番（宮本理一郎君）ありがとうございます。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第５号は反対の立場から討論いたします。

　現在、大平楽付近にあるビール館は目的外使用であり、それを解決しようとする姿勢がありません。それから旧東上小学校跡地を売却するにしても、菌床栽培で地域振興を図ろうと以前は説明していましたが、それにふさわしいビジョンを持っていません。
　以上の理由から、議案第５号に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第５号、平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第６号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第６号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは議案第６号、平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について御説明いたします。
　議案書にございますとおり、今般第１条で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,４８６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億８,８２７万１,０００円とするものでございます。今回の補正におきましては歳入歳出各項目におきまして、これまでの実績、それから交付金、補助金関係の実績見込みを踏まえまして、最終的な増減調整をいたしておるところでございます。

　初めに歳出のほうから説明をさせていただきます。まず今回の補正予算で増額要求しております項目について初めに説明を申し上げます。１５ページをお開きいただきたいんですが、歳出１５ページ、総務費の一番下、１９節の負担金補助及び交付金に１７万円の補正でございます。これにつきましては平成２３年度から電子レセプトオンライン化に対応するため、国保連合会審査支払システムの改修に係る負担金でございます。委託先であります国保連合会が改修作業を行いますが、当該費用につきましては保険者である各市町村に全額、調整交付金で補てんされることとなっております。したがいまして、この部分を町から負担金として連合会に経費として納付するものでございます。
　次に、１６ページの保険給付費でございます。補正予算資料を別にお出ししております。補正予算の資料の１ページ目をごらんいただきたいと思います。保険給付費の支払い状況ということで、一般被保険者分の各月の支払い状況をお知らせしております。空欄の部分はまだ未払いの部分となります。まず左側の療養給付費でございますが、一番下の２月支払い月、これは１２月療養給付費でございますが、５,７００万余と極端な伸びを示しておるところでございます。残り２カ月分の支払いを控え不足見込み額として３,６００万円の補正をお願いしているところでございます。
　同じく１６ページの高額療養費の部分でございます。これは資料の右側に高額療養費の支払い状況を計上しておりますけれども、こちらをごらんいただいておわかりになりますように９月以降、支払い額が高どまりをしまして、これにつきましては先般の臨時議会において補正をさせていただいたばかりではございますが、２月の支払いが９４０万円と全く想定外の大幅な伸びとなったことによりまして、さらなる追加補正が必要となり、４１０万円の補正を今回お願いするものでございます。何とぞ御理解のほどお願い申し上げたいと思います。
　その他の歳出補正につきましては、いずれも納付金関係、拠出金の確定見込み、並びに事業実績等に応じて不用見込み額等を減額調整させていただいておるものでございます。なお歳入側の特定財源の額の変更に伴いまして、歳出各項目で案分等により所要の財源変更をあわせて行っております。
　続きまして歳入の主なものにつきまして御説明差し上げます。前後して恐縮ですが、６ページをごらんいただきたいと思います。まず６ページ、保険税収入につきましては、不況による個人所得の減少による影響で、当初予算以降、保険者の異動等も含めまして今回、歳入４２０万円の減額調整をさせていただいております。それから７ページ、国庫支出金につきましてはそれぞれ確定見込み額で増減調整をさせていただいております。この中で２目の国庫補助金、説明欄にございますように財政調整交付金で５３０万円ほどの減となっております。これは市町村間の財政力の不均衡調整のために交付されるものでございますが、当初前年並みで予算計上しておりましたが、国の調整率によって変動する部分がございまして今回、減額が必要となったところでございます。
　それから８ページ、療養給付費交付金８８０万円の減額ですが、この交付金は退職被保険者に係る保険者負担分を、保険者間調整措置として支払基金から交付を受けるものとなっております。退職被保険者の医療費の動向に大きく左右されるものでございまして、これも当初、前年並みの計上予算でございましたが、最終的に減額交付見込みとなっておるところでございます。
　それから１１ページでございます。共同事業交付金です。１目の高額医療費共同事業交付金については８０万円以上、２目の保険財政共同安定化事業交付金については３０万円以上の高額レセプトに対応して交付されるものでございます。これについてはいずれも高額療養費の増高等によりまして増額の交付見込みでございまして、両方合わせて１,５８０万円の増額補正となっております。
　なお今回の補正予算、増額補正の歳入財源は１４ページに記載のとおりでございまして、まず繰越金で９１９万９,０００円、ほかに、１枚戻って１３ページの一番下にございますとおり、国保支払準備基金からの繰入金２,０００万円を追加して充てることとしております。以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）高額療養費の１２月分、９７０万と突出的な云々と説明されておりました。これはやはり、がんとか心臓疾患とか、そうしたことが非常に多かったというような解釈でよろしゅうございますか。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）はい。調査をしておりますが、レセプトの件数自体としてはそれほど毎月動きはないわけでございますが、高額のレセプトが多かった。その内容としましては、やはりがんとか脳神経関係の重大な疾病による入院等によりまして高額なレセプトが生じておる状況でございます。

○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第６号、平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）は原案のとおり可決することに決しました。

　ここで暫時休憩をします。再開は１時３０分です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　０時　６分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時３０分

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き会議を開きます。

　なお７番増矢議員より、午後から欠席する旨の届け出がありましたので御報告申し上げます。

　日程第９、議案第７号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは議案第７号、平成２２年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第１号）について御説明を申し上げます。
　第１条にございますとおり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、総額に５３４万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６６万９,０００円とするものでございます。
　御承知のとおり当該会計につきましては、本年度精算の最終年度となっております。歳入につきましては６ページに支払基金交付金、７ページに国庫支出金、８ページに県支出金がございますが、いずれも確定額により減額調整をさせていただいております。なお９ページの繰越金５９９万１,０００円の補正は、前年度繰越金を全額歳入いたしまして、１０ページの諸収入におきましては、過去の過誤による返納金が確定しておりまして、この分６９万５,０００円を計上させていただいております。
　歳出ですが、１１ページの医療諸費につきましては財源変更のみでございまして、歳入側の確定に伴いまして本年度中には特定財源の歳入がほかに見込まれないので、一般財源に財源変更するものでございます。当該残予算の執行に伴いまして、今後、特定財源の歳入が生じた場合、これは翌年度措置となります。当該会計は出納閉鎖期間をもって閉鎖予定でございますので、この分に歳入が生じた場合は一般財源にて歳入することになります。
　それから１２ページの諸支出金でございますが、これは先ほどの繰越金等の歳入も全額歳入いたしたところで、現時点での剰余金見込み分を一般会計に全額返納するための繰出金ということになります。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第７号、平成２２年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第８号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは議案第８号、平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまして御説明を申し上げます。
　第１条でございます。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２,２２９万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,０５５万９,０００円とするものでございます。各項目におきまして最終的な所要額、不用見込み額の調整を行っておるところでございます。
　まず歳入に関しましては６ページから９ページにかけてございますが、まず６ページ、歳入保険料におきまして２,０１４万６,０００円の減額となります。御承知のとおり、平成２２年度に後期高齢者保険料の改定がなされました。２２年度当初予算編成時点におきましては保険料率が未定となっておりまして、給付費の上昇や所得減少影響をそのまま加味した見込み税率で予算の組み立てをしておりましたが、その後、保険料の増加抑制のための措置等がなされまして、２年間の新たな保険料率が決定した経緯がございます。
　今般の補正では、本来の保険料率で算定した保険料とともに、７ページにございますように保険料軽減措置に係ります財政基盤安定繰入金で２５１万２,０００円の減額、それから事務費で１６０万５,０００円の減額、それから９ページにございますようにその他の事務収入で２万９,０００円の減額調整ということでございます。それぞれ確定額として減額調整するものでございます。なお調整財源として８ページにございますように、繰越金から１９９万４,０００円を充てることとしております。
　歳出につきましては１０ページ以降になりますが、後期高齢者特別会計では被保険者の皆さんからの保険料に加えまして、あと一般会計からの保険基盤安定繰入金を加えて、合わせたところで広域連合に納付する仕組みとなっておりまして、保険料の減額に連動しまして１１ページにございます広域連合の納付金も２,１８３万８,０００円の減額となっております。以上です。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第８号、平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第９号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは議案第９号、平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）につきまして御説明を差し上げます。
　第１条にございますとおり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６７万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,１４２万５,０００円とするものでございます。
　本年度の歳入歳出状況等を精査しまして最終的な所要額、不用見込み額等の調整を行ったところでございます。大半が減額調整となっておりますが、一部増額要求となっている部分を中心に御説明をさせていただきます。
　歳出側からですが、９ページをごらんいただきたいと思います。まず１１節の需用費に１０万円の補正でございますが、これは夏場の猛暑等の影響で電気代に不足見込みが生じたことによるものでございます。それから１３節の委託料でございますが、医療廃棄物処理委託料に１０５万２,０００円の補正です。これにつきましては現在、既に使用不能となっております医療用機械器具、それから薬品関係、レントゲンフィルム等こういった不要物件を適切に廃棄処分するため、専門業者に委託するための費用でございます。１０ページの一番下の部分に医薬品衛生材料費ということで、４０万円の補正をお願いしております。これは予防接種事業の推進によりましてワクチン購入費の増高によるもので、特に日本脳炎ワクチンの接種再開、先行して実施しておりますＨＩＢワクチンの助成事業、これらのワクチン購入がふえたことに起因するものでございます。
　なお歳入についてですが、６ページから８ページにかけてごらんいただきたいと思うんですが、まず６ページの診療報酬収入ですが、現状として歳入の実績状況等を勘案しましてかなりの減少が見込まれています。５７０万円を今回、減額させていただいております。なお、補正に係る財源調整のための不足財源につきましては、特別会計で保有しております財政調整基金から、７ページにございますように、３９万６,０００円全額と、８ページにございます前年度繰越金の残額を全額繰り入れすることで対応することとしております。以上です。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第９号、平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第１０号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それではただいまから議案第１０号、平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について御説明をさせていただきます。
　第１条にございますように、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２３４万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,６１３万３,０００円とするものでございます。

　予算書の９ページをお願いいたします。歳出でございますが、これにつきましては職員の手当、期末勤勉手当等の調整及び１１節需用費の光熱費の不用見込み額を減額させていただくものでございます。

　次のページをお願いいたします。１０ページでございます。２款１項１目の建設事業費でございます。これにつきましては工事費を１９０万円減額させていただくものでございます。内容につきましては公共ます設置工事費５件分、１５０万円を予定しておりましたが、今回公共ますの設置が１件のみでございましたので、その差額分４基分１２０万円と、本管敷設を７０万円予定しておりましたが、本管敷設がなかったことによります７０万円の不用となりましたので、合計１９０万円の減額をさせていただいております。
　収入につきましては、６ページから８ページになりますが、これにつきましては８ページの前年度繰越金８３万円、さらには６ページから７ページにございますように一般会計繰入金あるいは分担金等の減額によりまして、差し引きによりまして２３４万１,０００円の減額とさせていただくものでございます。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１０号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第１１号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それでは議案第１１号、平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について御説明をさせていただきます。
　第１条にございますように、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４２万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,５５７万１,０００円とさせていただくものでございます。

　８ページをお願いいたします。歳出でございますが、これにつきましては１款１項１目の一般管理費でございます。職員の期末勤勉手当の減額及び１６節原材料の増額をさせていただいております。これにつきましては年間を通じまして各家庭の使用料の増によりまして受水費の増額が生じましたので、その費用７０万円を計上させていただいて差額４２万円の増額とさせていただいております。

　歳入につきましては６ページ及び７ページをごらんください。料金収入といたしまして先ほど歳出の説明をさせていただきました受水費の料金収入を８３万円、さらに７ページの前年度よりの繰越金を８２万円、差し引きといたしまして一般会計より１２３万円を減額させていただきまして、総額差し引きで４２万円を今回、追加をさせていただくものでございます。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１１号、平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第１２号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それでは議案第１２号、平成２２年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。
　第１条にございますとおり、歳入歳出予算の補正の款項の当該区分の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるということで、今回の補正予算につきましては、歳入歳出それぞれ組み替えによるものでございます。
　２ページをごらんいただきたいと思います。まず寄附金に４９万９,０００円の補正予算を行いまして、５０万円の予算額といたします。これは５月に篤志寄附がございました部分を今回、予算計上いたしまして積み立てとするものでございます。それから一般会計の繰入金は２６０万円減額ということにいたしておりますが、特に本年度、貸付金元利収入で一括償還が２件ございまして、５款で組んでおりますとおり２１０万の補正予算を計上いたしております。貸付金の元利収入が太ったために一般会計の繰り入れを行わないという形で合計額が変わらずの補正予算という形になっております。
　歳出につきましては９ページをごらんいただきたいと思います。貸付金の不用見込み額を２５０万円減額いたしまして、その分を積立金ということで今回、積み立てさせていただく部分で、２５０万円上げさせていただいておるものでございます。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）現在、貸しつけている人で学校卒業後、就職できない、無収入の方は何人いますか。それから年収の一番少ない方は幾らなんですか。

○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）卒業後、無収入の方という部分の調査は今、いたしておりません。通常、返済の繰り延べという手続はやりますが、そういった部分では行っておりません。それから奨学金を受けられている方の所得関係については、そういう調査はいたしておりません。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１２号、平成２２年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、議案第１３号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　住民課長。
○住民課長（福本豊彦君）それでは議案第１３号、平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）について説明申し上げます。
　第１条にありますように、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９万１,０００円とするものでございます。
　予算書の９ページをお願いいたします。歳出の総務費でございますが、これにつきましては特定財源の内訳を当初１００％で見ておりましたが、最終的に４５％という数字になりましたので、それに伴いまして財源内訳の変更をするものでございます。
　次に１０ページをお願いいたします。公債費でございますが、公債費の利子につきまして今回補正額２０万の減額をいたしております。これにつきましては公債費の元金の納入がなかった場合に、一時借り入れをする際に発生する利息について予算措置をしておりましたが、元金の借り入れをする必要がなくなったということで、今回、減額をいたしております。

　それから歳入のほうでございますが、６ページをお願いいたします。歳入の県補助金の民生費県補助金でございます。これにつきましては今年度、県の償還推進助成事業に取り組みましてその分がほぼ確定をいたしましたので、今回１８万１,０００円の補正額をお願いして、合計２７万３,０００円ということになります。
　それから次の７ページの繰入金でございますが、予算構成の中で一般会計からの繰り入れが必要なくなったので、今回５５万７,０００円の減額をいたしております。８ページに前年度繰越金１７万６,０００円を充当させていただいております。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）６ページの歳入のところで、償還推進助成事業補助金、これは何か、一生懸命償還したから御褒美かなんか来たということかね。
○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）これにつきましては借り入れ者、債権者本人と保証人がございますが、借り入れ者が死亡したりとかいうことと相続人の権利放棄、財産放棄等があった場合に、この県の償還推進事業の適用を受けるということで２１年度から取り組みを進めてまいりまして、今回１名の方についてその分が、県のこの事業に該当したということで決定いたしましたので、この分が今回新たに追加で、県から補助金がおりてくるということでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）これは何もしなかったら来んわけ。
○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）町のほうで手続をしなかったらということでございますか。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）今さっきちょっとあなたの声が聞き取りにくかったけど、借り主の方が償還に対して、何か誠意を持って努力したということかね。
○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）済みません。借り主の方が死亡されて、保証人の方も亡くなったりとかいうことで、次にもう請求できない分がございます。それから直接の相続人の方については権利放棄とされた場合には、この事業の適用を受けるということになっておりますので、それに基づいて手続を行ってきたということです。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）債務者が亡くなって償還のめどが、もう手が届かんごとなったから、こういう補助金でもって幾らか事業主体のほうにくれるという性格のものですか。
○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）そのとおりでございます。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）関連するんですが、そうなれば今まで借り入れされて返納されていないというその金額が、徐々であろうとも全額返ってくるというという解釈でいいわけですか。それがそういう形になれば、このまま捨てとけばいずれ入ってくるわという認識を持たれるんではなかろうかと思うんですけどね。それがどうなるんかなと思って。１年限りということはないんでしょう。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）この事業に乗る場合は、基本的に先ほど申し上げましたように、そういう死亡等、権利放棄の関係で返還能力がなくなった方について、この手続を行うわけですが、全額ではございません。一応７５％、県の補助金として返ってきますので、若干町の負担というものは発生いたしております。

○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１３号、平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の委員会付託を行います。

　３月３日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料４ページ、委員会付託表をごらんください。付託案の朗読に際しても、議案名の朗読は省略します。
　議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号、議案第１８号、議案第２１号、議案第２２号（所管分）、議案第２５号、議案第２６号、議案第２９号、議案第３０号及び発議第２号の１２件は、総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第１９号、議案第２０号、議案第２２号（所管分）、議案第２３号、議案第２４号、議案第２７号及び議案第２８号の７件は、文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。

　運営資料６ページ、委員会日程表をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおりに決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって常任委員会の開催日は、運営資料の運営委員会日程表のとおり開催することに決定しました。
　以上で、本日の日程はすべて終了しました。

　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　１時５６分

　　　平成２３年３月８日
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